
高松市歴史資料館 友の会 讃岐村塾講演会
with まなびCAN

高松市街地は、香東川によって形成された三角州にありま

す。昔の香東川は高松市街地付近を流れていたのですが、現

在は石清尾山の西側を流れています。この流路変更によって、

高松は広大な都市域を獲得しました 。この工事を誰が行った

かは記録がありません。本講座では、同時代の史料から、流路

変更の時期と施行者について考えます。

日  時：令和8年8月22日（土） 午後1時30分～午後3時

場   所：高松市生涯学習センターまなびCAN ２階大研修室
（高松市片原町11-1『むうぶ片原町』ビル内）

参加費：無料

定   員：先着６０名程度、事前申込不要
（※余裕を持たせた空間で御視聴いただくため定員数を変更いたしました。

また、来場者多数の場合は讃岐村塾会員様を優先させていただきます。）

【お問い合せ先】
高松市歴史資料館友の会讃岐村塾事務局
高松市瀬戸内町30番5号高松市中央卸売市場管理棟2階
TEL：087-861-4520

講師：泉保 安夫氏
（香川地理学会 会員）

「香東川を付け替えた
松平頼重と矢延平六」

やのべへいろく
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